
同
期
会
だ
よ
り

昭
和
五
十
八
年
宮
城
朝
陽

同
窓
会
新
年
会
報
告

日
時
　
昭
和
五
十
八
年

一
月
十
三
日

（
木
）

午
後
六
時
そ
午
後
八
時
四
〇
分

会
場
　
中
国
飯
店

「龍
鳳
苑
」
仙
台
市
青
葉
通

ひ
ら
つ
か
ビ
ル
四
階

出
席
者

（
敬
称
略
）

小
松
茂
人

（
旧
師
）
、
島
内
武
文

（
三
回
）
、
芳
賀
健

一
郎

（
六
回
）
、
泉
志
艮

（
八
回
）
、
小
島
浩

（
十
二

回
）
、
小
林
真
次

（
十
二
回
）
、
松

元
利
暢

（
十
四

回
）
、
下
田
頴
宣

（
十
五
回
）
、
粕
谷
俊

治

（
十
六

回
）、
根
本
松
彦

（
十
六
回
）、
後
藤
亨

（十
九
回
）
、

菊
池
章

（
二
十
回
）、
高
橋
由
己

（
Ｓ
一
回
）

斎
藤

尚
生

（
Ｓ
一
回
）、
岩
井
鉄
也

（
Ｓ
四
回
）、
鈴
木
芳

之

（
Ｓ
四
回
）、
平
川
直
弘

（
Ｓ
六
回
）、
青
木
恭
規

（
Ｓ
九
回
）、
大
藤
高
志

（
ｓ
十
回
）、
音
谷
登

（
Ｓ

十
回
）
、
武
田
幸
雄

（
ｓ
十
回
）、
峰
村
俊
文

（
Ｓ
二

十
五
回
）、
清
水
寛

（
Ｓ
二
十
九
回
）
、
博
林
茂
夫

（
Ｓ
二
十
九
回
）、
榊
原
宗

（
ｓ
三
十
回
）、
西
川
雅

明

（
Ｓ
三
十
回
）
、
鷲
見
隆

（
ｓ
三
十

一
回
）、
山
本

敦
史

（
Ｓ
三
十
二
回
）
、岡
本
琢
郎

（
ｓ
三
十
三
回
）
、

小
林
真

（
Ｓ
三
十
三
回
）、
以
上
三
十
名

経
過
　
岩
井
氏
の
司
会
で
芳
賀
会
長
の
挨
拶
、
小

島
副
会
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

旧
師
小
松
先
生
と
島
内
名
誉
会
長
の
ご
挨
拶
も
頂
戴

致
し
ま
し
た
。
九
州
朝
陽
会
（
四
位
氏
）
よ
り
祝
電
を

頂
き
ご
披
露
。
宮
城
朝
陽
同
窓
会
誕
生
に
大
変
ご
尽

力
頂
い
た
四
位
氏
を
懐
か
し
み
感
激
致
し
ま
し
た
。

５６
年
２‐
名
、

５７
年
２５
名
、

５８
年
３０
名
と
年
々
出
席
者

が
多
く
な
り
、
初
め
て
参
加
さ
れ
た
方
、
転
勤
で
来

仙
さ
れ
た
方
等
テ
ー
ブ
ル
順
に
自
己
紹
介
、
近
況
報

告
が
あ
り
今
年
は
大
勢
出
席
さ
れ
ま
し
た
の
で
大
変

新
鮮
な
印
象
で
し
た
。
酔
う
程
に
六
中

。
新
宿
高
時

代
の
懐
古
談
に
花
を
咲
か
せ
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て

歓
談
、
予
定
時
刻
を
４０
分
も
オ
ー
バ
ー
し
て
全
員
六

中
健
児
の
歌
を
合
唱
し
て
来
年
ま
た
会
う
日
を
楽
し

み
に
散
会
致
し
ま
し
た
。
名
誉
会
長
・島
内
武
文
氏
、

径炒
辣
榔襲
鰤
一聾
輌
稀

ルじ
、
事
務
局

。
本
間
正
樹
を
選
任
、
来
年
も

一
月

初
中
旬
頃
新
年
会
を
催
す
事
を
決
め
ま
し
た
。

お
願
い

」Ｅ
城
県
に
在
住
の
方
、
転
勤
で
宮
城
県

に
こ
ら
れ
た
方

へ
／
　
住
所
、
勤
務
先
等
を
左
記
の

事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。
宮
城
朝
陽
会
員
の
名

簿
を
差
し
上
げ
ま
す
。
又
、
来
年
の
新
年
会
の
ご
案

内
を
通
知
致
し
ま
す
。

事
務
局
　
仙
台
市
上
杉

一
丁
目
９
の
２５

閉
セ
ン
ト
内
　
本
間
正
樹

（
１３
回
）

電
話
０
２
２
２
（
６
１
）
６
６
８
１
（内
）
２５

）
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